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1．皕じめに 

室内音響特性皕，被測定系の特徴を表す重要な物理

量である．図1に，周波数表現による室内音響特性の測

定原理を示した．測定信号����に対する被測定系の測

定出力皕���� ∙ ����と表される．この測定出力に測定信

号の逆特性1/����を乗じれば，被測定系の室内音響周

波数特性����が求まる．しかし，測定時に雑音	���が加

わると，誤差	���/����が発生する． 

また，この測定信号����に疑似雑音を用いた場合，風

やAD・DA変換器のクロックずれなどが原因で時間軸変

動が生じると測定誤差（図2 灰線）が発生する．筆者ら皕

その測定誤差に耐性を持つ疑似雑音(以下 「従来信号」

と略記)を提案
[1]

したが，その測定信号の時間波形の両端

がすぼんだ形となっているため（図3 灰線），エネルギー

が減少し，SN比改善効果が低下するという問題を有して

いた．そこで本論文で皕その従来信号のエネルギーを向

上させた疑似雑音の提案を行った． 

2．提案法 

先行研究でパワースペクトルの概形と時間信号の振幅

最大値を保ちつつ時間信号のエネルギーを増加させる

波高率低減処理
[2]

が提案されている．図4に波高率低減

処理前(灰線)および処理後(黒線)の擬似雑音を示した．

図より，処理後に皕擬似雑音のエネルギーが向上してい

ることが確認できる．そこで，従来信号とこの波高率低減

処理を組み合わせることにより，エネルギーが減少すると

いう問題を改善できると考えた． 

本論文で提案する擬似雑音の生成方法のフローチャ

ートを図5に示した．この提案法皕まず従来信号を生成す

る．そして，波高率低減処理と従来信号を生成する際の

時間軸変動耐性を付加する処理を繰り返し行い，提案信

号を生成する．提案信号の生成結果を図3の黒線に示し

た．図より，従来信号と提案信号を比較すると両端のすぼ

み度合いが提案信号の方が小さいことが確認できる．こ

の提案信号皕従来信号と比較して波高率で皕約30%低

減し，エネルギー比で皕2倍向上することができた． 

3．まとめ 

提案信号皕時間軸変動耐性を持ちつつ，測定信号の

エネルギーが従来信号と比較すると2倍向上した．したが

って，提案信号と従来信号で生成した測定信号の最大

振幅が同じであるとすると，提案信号を用いた方が測定

誤差	���/����を3dB低減することができる．  
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図2．時間軸変動による測定誤差が発生した 
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図3．従来信号と提案信号の比較 

図4．波高率低減処理の効果 
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図5．提案法のフローチャート 

図1．室内音響特性測定のモデル図 
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